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の
救
済
を
め
ざ
す
彼
等
の
主
観
的
決
意
の
表
明
で
あ
っ
た
が、
同
時
に
ま
た、
児
童
の
早
期
の
義
務
的
国
家
的
包
摂
す
な
わ
ち
共
産

主
義
教
育
と
す
る
彼
ら
な
り
の
理
解
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た。
リ
！
リ
ナ
は、
就
学
前
教
育
担
当
政
府
委
員
と
し
て
の
一
九一

七
年
十
三
月
二
十
日
の
市
民
へ
の
呼
掛
け
の
中
で
は、
「
児
童
の
公
共
（
無
料〉
保
育
は
赤
ん
坊
の
誕
生
の一
日
日
か
ら
始
ま
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い」
と、
ご
く
早
期
よ
り
の
社
会
保
育
と
い
う
彼
女
の
理
念
を
提
起
し
て
い
た
が、
義
務
的
社
会
化
に
は
言
及
し
て

お
ら
ず、
ま
た
組
織
面
で
は、
そ
の
「
理
念
の
広
範
な
実
現
は、
国
家
法
制
に
基
づ
き、
社
会
団
体
と
私
人
の
イ
ニ
シ
ャ
チ
プ
の
発

揮
に
完
全
な
自
由
を
与
え
つ
つ、
市－
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
・
郷
の
自
治
体
に
委
ね
ら
れ
る」
と
結
び、

〔
由
ν

じ
方
向
を
と
っ
て
い
た
の
で
あ
る。

ル
ナ
チ
ャ
1
ル
ス
キ
ー
ら
と
同

内
戦
に
よ
る
戦
時
統
制
政
策
は、
こ
の
よ
う
に
教
育
人
民
委
員
部
の
内
部
に
も、
教
育
事
業
の
強
い
規
律
化
と
社
会
化
の
必
要
意

識
を
も
た
ら
し、
共
産
主
義
の
政
策
ス
ロ
1
ガ
ソ
に
よ
っ
て
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
上
の
よ
り
ど
こ
ろ
を
提
供
し、
こ
れ
に
よ
っ
て、
私
人

の
イ
ニ
シ
ャ
チ
プ、
地
方
自
治
を
重
視
し
て
き
た
革
命
初
期
の
構
想
を
何
か
ふ
や
け
た
も
の
と
さ
え
思
わ
せ
る
空
気
を
つ
く
っ
て
い

っ
た
の
で
あ
る。

こ
う
し
て、
教
育
人
民
委
員
部
に
お
い
て、
私
立
学
校
の
自
由
を
基
本
法
の
レ
ベ
ル
で
規
定
す
る
準
備
が、
統一
労
働
学
校
令
案

の
審
議
と
し
て
続
け
ら
れ
る一
方
で、
そ
の
中
問
機
関
や
地
方
ソ
ビ
エ
ト
権
力
は、
一
九一
八
年
の
夏
以
降、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
共
産

主
義」
の
理
解
に
従
っ
て、
私
的
教
育
施
設
の
接
収
を
よ
り一
層
追
求
し
て
い
っ
た。
ベ
ト
ロ
グ
ラ
I
ド
の
北
方
州
教
育
人
民
委
員

部
の
学
校
国
有
化
の
場
合
を
先
に
例
示
し
た
が、
こ
れ
は
ル
ナ
チ
ャ
l
ル
ス
キ
l
指
導
下
の
措
置
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り、

そ
ら
く
最
も
〈
冷
静
に〉
行
わ
れ
た
経
験
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う。
教
育
人
民
委
員
部
中
央
は、
私
立
教
育
施
設
の
接
収
に
と
も
な
う、

賠
償
金
支
払
い
の
措
置
の
基
準
を
示
し
た
三
九一
八
年
十
二
月
二
十
日
及
び一
九一
九
年
六
月
二
日
付
の
教
育
人
民
委
員
部
参
与

会
決
定
「
接
収
さ
れ
て
ソ
ビ
エ
ト
学
校
と
な
っ
た、
私
立
教
育
施
設
の
財
産
に
対
す
る
支
払
い
に
つ
h
切」）。
し
か
し
こ
れ
は
政
府

紙
幣
が
乱
発
さ
れ
た
状
況
下
で、
金
銭
よ
の
意
義
は
疑
問
で
あ
っ
た。
各
地
の
私
的
施
設
固
有
化
の
手
段
と
し
て
没
収
が
多
か
っ
た

と
と
も
想
像
に
難
く
な
い。

ロ
シ
ア
共
産
党
八
回
大
会
三
九一
九
年ゴ一
月）
が
採
択
し
た、
革
命
後
最
初
の
新
綱
領
は、
社
会
主
義
を
建
設
す
る
展
望
を
え

が
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
な
が
ら、
や
は
り
こ
の
内
戦
の
時
代
の
産
物
で
あ
っ
た。
そ
の
第
十
二
章・
教
育
条
項
に
お
い
て
「
焦

眉
の
課
題
L

と
き
れ
た
中
に、
わ
れ
わ
れ
の
テ
1
マ
に
関
わ
る、
教
育
に
お
け
る
私
人
の
イ一一
シ
ャ
チ
ブ
の
み
な
ら
ず、
地
方
自
治

も
う
た
わ
れ
な
か
っ
た
（一
九一
七
年
の
草
案
は
綱
領
と
な
っ
た
こ
と
は
な
い
可
焦
眉
の
課
題
は
「
国
民
教
育
会
議（
ソ
ビ
エ
ト）」

を
勤
労
住
民
の
文
教
事
業
参
加
の
ん
l
ト
と
し
て
採
用
し
て
い
た
が、
す
で
に
地
方
分
権
の
構
想
を
排
除
し
た
文
脈
で
の
こ
と
で
あ

っ
た。
か
ね
て
よ
り
ク
ル
l
プ
ス
カ
ヤ
と
ル
ナ
チ
ヤ
ー
ル
ス
キ
ー
が
必
要
を
う
っ
た
え
て
き
た
そ
れ
で
は
な
か
っ
たロ
ま
た、
綱
領
は、

施
設
と
し
て
の
学
校
の
国
有
化
に
は
別
に
言
及
し
な
か
っ
た。
し
か
し、
何
土
り
も、
こ
の
綱
領・
教
育
条
項
の
有
名
な
前
文

｜｜

「
学
校
を、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
階
級
支
配
の
武
器
か
ら
L

「
社
会
の
共
産
主
義
的
再
生
の
武
器
に
変
え
る」、
「
学
校
は
共
産
主
義

の
原
則
の
伝
達
者
で
あ
り」
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
思
想
的、
組
織
的、
教
育
的
影
響
力
の
行
使
者
で
あハ
何」

｜｜
は、
学
校
の

担
う
べ
き
階
級
的
政
治
的
役
割
を
ご
く
直
披
的
に
言
い
切
り、
こ
の
戦
時
共
産
主
義
の
下
の、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
装
置
の
役
割
の
あ
い

ロシア革命と私立苧枝の自由

ま
い
さ
を
許
き
な
い
状
況、
没
収
に
よ
っ
て
で
あ
れ
学
校
を
「
国
有
化」
し
て
ゆ
く
気
運
に、
た
し
か
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た。

こ
の
党
大
会
の
後、
教
育
人
民
委
員
ル
ナ
チ
＋
l
ル
ス
キ
ー
は
私
立
学
校
の
存
続
不
可
能
と、
教
育
に
お
け
る
地
方
分
権
の
理
念

の
放
棄
を
宣
言
し
た
の
で
あ
っ
た
（
本
節、
前
項）。

以
上
の
よ
う
な
経
過
を
ふ
ま
え
る
な
ら、
従
来
の
ソ
連
の
定
説、
つ
ま
り、
私
立
学
校
の
固
有
化
と
ソ
連
の
学
校
の
国
営
制
の
起

源
に
つ
い
て
カ
ヲ
リ
ョ
1
フ
が
大
著
『
ソ
ビ
エ
ト
学
校・
教
育
史
（一
九一
七
l一
九
三
O
年）
概
説』
で
書
く
と
こ
ろ
も、
そ
の

意
味
が
明
確
に
な
っ
て
〈
る。
カ
ラ
リ
ョ
l
フ
は
い
う

｜｜

第4章

「
ソ
ビ
エ
ト
学
校
制
度
の
基
本
原
理

｜｜
学
校
制
度
を
ソ
ビ
エ
ト
社
会
の
政
治
的・
経
済
的・
文
化
的
課
題
に
結
合
す
る
原
理

一
九一
九
年、
ロ
シ
ア
共
産
党
（
ポ〕
第
八
回
大
会
で
採
択
さ
れ
た
党
綱
領
に
お
い
て
宣
言
さ
れ
た。
こ
の
原
理
は、
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